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「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
二
号
（
令
和
三
年
三
月
刊
）

は
じ
め
に

　

今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、
中
世
の
注
釈
や
文
芸
論
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
荒
唐
無
稽
、
牽
強
付
会
、
闇
雲
な
神
秘

化
な
ど
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
長
ら
く
研
究
の
対
象
と
す
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
近
年
に
な
っ
て
漸
く
、
そ

う
し
た
否
定
的
な
見
方
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
伊
藤
正
義
が
記
念
碑
的
論
文
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
︱
︱

太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
」（﹃
文
学
﹄
第
四
十
巻
第
十
号
、
一
九
七
二
年
）
を
は
じ
め
、
各

所
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
荒
唐
無
稽
と
さ
れ
る
中
世
の
言
説
が
、
一
方
で
中
世
に
於
い
て
新
た
な
作
品
を
花
開
か
せ

る
地
盤
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
世
の
作
品
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
盤
で
あ
る
中
世
の
言
説
を
読
み

解
く
必
要
が
あ
る
。
長
ら
く
光
を
当
て
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
中
世
の
言
説
は
、
こ
う
し
て
日
の
目
を
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

金
春
禅
竹
（
一
四
〇
五
~
一
四
七
〇
頃
）
を
例
に
具
体
的
に
説
明
し
た
い
。
禅
竹
は
自
ら
の
能
楽
論
に
中
世
の
仏

教
や
神
道
を
取
り
入
れ
て
い
た
。
特
に
六
輪
一
露
説
が
有
名
で
あ
る
。
禅
竹
の
能
楽
論
に
つ
い
て
、「
そ
の
興
味
の
中

心
た
る
中
世
的
附
会
物
を
取
り
払
っ
て
み
る
と
、
禅
竹
の
能
楽
論
は
、
案
外
明
快
で
独
自
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
」（
三
宅
晶
子
「
禅
竹
の
個
性
」（
同
﹃
歌
舞
能
の
確
立
と
展
開
﹄
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四
六
五
頁
））

の
よ
う
に
、
そ
う
し
た
中
世
の
仏
教
・
神
道
に
関
す
る
言
説
は
、
論
理
を
不
明
瞭
に
す
る
不
純
物
と
し
て
扱
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
知
的
基
盤
を
無
視
し
て
は
、
か
え
っ
て
禅
竹
の
能
作
品
の
魅
力
の
本
質
を
見
失
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
詳
し
く
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
刊
行
予
定
の
ア
ジ
ア
遊
学
﹃（
仮
題
）
宗
教
芸
能
と
し
て
の
能

楽
﹄
に
「
能
︽
芭
蕉
︾
の
構
想
と
草
木
成
仏
説
」
と
題
し
て
掲
載
予
定
で
あ
る
か
ら
、
そ
ち
ら
を
御
覧
い
た
だ
き
た

い
。

　

中
世
は
、
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
仏
教
的
な
世
界
観
に
支
え
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
古
典
の
テ
ク
ス
ト
が
解
体

さ
れ
、
仏
教
的
な
世
界
観
の
下
に
再
構
築
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
結
果
が
中
世
の
注
釈
で
あ
っ
た
。﹃
古
今
和
歌
集
﹄・

﹃
伊
勢
物
語
﹄・﹃
日
本
書
紀
﹄
等
、
我
々
の
知
る
古
典
文
学
作
品
が
、
中
世
に
は
思
い
も
寄
ら
ぬ
解
釈
で
読
ま
れ
て
い

た
。
そ
れ
が
中
世
の
言
説
が
荒
唐
無
稽
と
言
わ
れ
て
き
た
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。
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例
え
ば
、
室
町
時
代
後
半
の
一
五
世
紀
に
、
東
常
縁
か
ら
宗
祗
に
伝
授
さ
れ

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
古
今
伝
授
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
秘
伝
の
伝
授
を
伴
う
歌

学
で
、
近
世
を
通
じ
て
堂
上
の
古
典
学
の
頂
点
で
あ
っ
た
が
、
本
居
宣
長
に
痛

烈
に
批
判
さ
れ
た
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

す
べ
て
古
今
に
限
ら
ず
、
伝
授
と
云
ふ
に
正
説
は
一
つ
も
な
し
。
み
な
邪

な
る
僻
説
、
牽
強
付
会
の
こ
と
に
て
、
一
つ
も
取
る
に
足
ら
ず
。
少
し
才

智
の
あ
る
も
の
の
見
て
は
、
必
ず
大
き
に
笑
ふ
べ
き
も
の
な
り
。（﹃
排
蘆

小
船
﹄、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹃
近
世
随
想
集
﹄
小
学
館
、
二
〇
〇
〇

年
、
三
九
六
頁
）

　

こ
う
し
て
古
今
伝
授
は
、
他
の
中
世
の
言
説
と
同
様
に
、
長
ら
く
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
古
今
伝
授
が
、
中
世
に
注
釈
書
や
論
書
を
通
じ
て
宗
派
や
分

野
を
越
え
て
二
次
的
に
享
受
さ
れ
た
仏
教
の
論
書
、﹃
大
乗
起
信
論
﹄
的
な
世
界

観
の
下
に
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
を
再
構
築
す
る
歌
学
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
か
つ
て

拙
稿
「
正
直
の
歌
学
︱
︱
古
今
伝
授
東
家
流
切
紙
「
稽
古
方
之
事
」
を
め
ぐ
っ

て
︱
︱
」（﹃
国
語
国
文
﹄
第
八
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
八
年
二
月
）
に
論
じ

た
。

　
﹃
大
乗
起
信
論
﹄
と
言
え
ば
、
井
筒
俊
彦
が
遺
作
﹃
東
洋
哲
学
覚
書
︱
︱﹃
大

乗
起
信
論
﹄
の
哲
学
︱
︱
﹄（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
）
を
は
じ
め
、﹃
意
味

の
深
み
へ
︱
︱
東
洋
哲
学
の
水
位
︱
︱
﹄（
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
九
年
）
等
、
各

所
で
東
洋
哲
学
の
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
、
人
間
の
意
識
と
言
語
を
め
ぐ
る
問

題
に
関
し
て
、
今
日
の
哲
学
的
水
準
に
十
分
堪
え
う
る
こ
と
を
示
し
て
見
せ
た
。

　

古
今
伝
授
は
、﹃
古
今
和
歌
集
﹄
の
一
首
一
首
を
、
こ
の
﹃
大
乗
起
信
論
﹄
的

な
世
界
観
の
下
に
正
直

0

0

に
読
み
為
し
、
正
直

0

0

を
体
現
す
る
古カ
ノ
ン典
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

と
し
て
再
構
築
す
る
歌
学
で
あ
っ
た
。
東
常
縁
か
ら
宗
祗
へ
の
﹃
古
今
和
歌
集
﹄

の
講
義
は
﹃
両
度
聞
書
﹄
と
し
て
残
っ
て
い
て
、
片
桐
洋
一
﹃
中
世
古
今
集
注

釈
書
解
題
三
下
﹄（
赤
尾
照
文
堂
、
一
九
八
一
年
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

同
時
代
に
活
躍
し
た
連
歌
師
心
敬
も
ま
た
﹃
大
乗
起
信
論
﹄
的
世
界
観
に
基

づ
く
連
歌
論
を
構
築
し
、
実
作
に
も
貫
い
て
い
た
（
拙
稿
「﹃
さ
さ
め
ご
と
﹄
の

連
歌
論
︱
︱
中
世
の
言
語
観
と
文
芸
︱
︱
」（﹃
国
語
と
国
文
学
﹄
第
九
十
八
巻

第
二
号
、
二
〇
二
一
年
二
月
））。
言
語
に
対
す
る
反
省
的
思
惟
か
ら
な
る
心
敬

の
連
歌
論
は
、
今
日
の
詩
論
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
。
心
敬
の
主
著
﹃
さ
さ
め

ご
と
﹄
は
日
本
古
典
文
学
大
系
﹃
連
歌
論
集　

俳
論
集
﹄（
岩
波
書
店
、
一
九
六

一
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
荒
唐
無
稽
と
言
わ
れ
て
い
た
中
世
の
言
説
に
も
実
は
中
世
な

り
の
論
理
が
あ
り
、
中
に
は
今
日
の
哲
学
的
水
準
に
堪
え
う
る
知
的
基
盤
が
共

有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
日
の
古
典
嫌
い
の
言
い
分
は
さ
し
ず
め
、「
現
代
に
お
い
て
そ

れ
を
学
ぶ
意
義
が
見
い
だ
せ
な
い
」（
日
本
学
術
会
議　

言
語
・
文
学
委
員
会　

古
典
文
化
と
言
語
分
科
会
﹃
提
言　

高
校
国
語
教
育
の
改
善
に
向
け
て
﹄
二
〇

二
〇
年
六
月
三
〇
日
、
一
二
頁
）
と
言
っ
た
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
だ
と
す
れ

ば
、
今
日
の
哲
学
的
水
準
に
堪
え
う
る
知
の
体
系
を
具
え
る
、
古
今
伝
授
の

﹃
両
度
聞
書
﹄
や
心
敬
の
連
歌
論
﹃
さ
さ
め
ご
と
﹄
は
、
古
典
嫌
い
の
加
速
す
る

現
状
を
打
開
す
る
教
材
と
し
て
の
可
能
性
を
秘
め
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
日
、
古
典
に
限
ら
ず
テ
ク
ス
ト
は
一
般
的
に
、"
作
者
"
の
意
図
へ
と
遡
源

す
る
志
向
の
下
に
読
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
テ
ク
ス
ト
に
浮
か
び
上
が
る

"
作
者
"︱
︱
そ
れ
自
体
幻
影
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
︱
︱
、
そ
の
一
点
に
向

か
っ
て
解
釈
が
一
元
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
近
現
代
の
古
典
の
注
釈
は
ま
さ
に
一
つ

の
読
み
へ
と
収
斂
さ
せ
て
ゆ
く
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
の
読
み
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方
の
延
長
線
上
に
こ
そ
、
現
代
語
訳
を
暗
記
す
る
だ
け
の
古
典
の
授
業
が
成
り

立
つ
よ
う
に
思
う
。
こ
の
あ
た
り
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
編

﹃
日
本
文
学
史　

古
代
・
中
世
編
﹄（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
。

　

一
方
、
中
世
に
於
い
て
、
テ
ク
ス
ト
は
あ
ら
ゆ
る
意
味
可
能
性
に
向
け
て
開

か
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、﹃
平
家
物
語
﹄
の
一
部
の
写
本
に
付
属
す
る
「
剣
巻
」

に
は
、
王
権
の
正
統
性
を
象
徴
す
る
三
種
神
器
の
宝
剣
が
、
壇
浦
の
海
底
に
沈

ん
だ
こ
と
が
描
か
れ
る
。
そ
の
謂
わ
ば
テ
ク
ス
ト
の
表
に
描
か
れ
た
物
語
世
界

の
背
後
に
、「
風
水
龍
王
」
と
い
う
語
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
し
て
、
衆
生
が
悟
り

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
透
視
で
き
る
可
能
性
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「﹃
平

家
物
語
﹄「
剣
巻
」
の
密
教
的
転
換
︱
︱
風
水
龍
王
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
」（﹃
国
語

と
国
文
学
﹄
第
九
十
七
巻
第
一
号
、
二
〇
二
〇
年
一
月
））。
こ
の
よ
う
な
テ
ク

ス
ト
の
意
味
可
能
性
の
重
層
性
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
拙
稿
「
能
︽
芭
蕉
︾
の

構
想
と
草
木
成
仏
説
」
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
併
せ
て
参
観
を
請
う
。

中
世
の
注
釈
書
が
、
時
に
自
覚
的
に
古
典
の
テ
ク
ス
ト
を
自
ら
の
思
想
体
系
の

下
に
読
み
為
す
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
テ
ク
ス
ト
に
多
様
な
読
み
の
可
能
性
を

認
め
る
言
語
観
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
テ
ク
ス
ト
に
一
つ
の
正
し
い
読
み
を
探
究
す
る
近
現
代
の
研
究

や
古
典
教
育
を
批
判
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
多
義
的
な
テ
ク
ス
ト
の
読
み
を

示
す
中
世
の
注
釈
が
、
近
現
代
の
古
典
の
読
み
方
を
相
対
化
し
得
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
古
典
の
テ
ク
ス
ト
の
正
し
い
読
解
を
志
向
す

る
授
業
は
、
当
然
不
可
欠
だ
と
思
う
。
そ
の
上
で
、
現
代
に
お
い
て
学
ぶ
意
義

を
見
出
せ
る
よ
う
な
生
き
た
古
典
に
す
る
た
め
に
、
中
世
の
注
釈
書
を
通
し
て

古
典
を
読
み
返
し
て
み
た
り
、
文
芸
論
を
読
ん
で
み
た
り
し
て
、
古
典
文
学
に

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
、
と
い
っ
た
授
業
も
面
白
い
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
際
、
中
世
の
注
釈
書
や
文
芸
論
に
は
注
釈
書
が
完
備
し
て
い
な
い
も
の

も
多
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
の
附
録
と
し
て
、「
古
典
教
材
の
調
査
方
法
概
説
」
を

付
し
た
。
元
よ
り
こ
の
附
録
は
、
こ
れ
か
ら
教
職
を
目
指
す
学
生
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
が
、
纏
め
て
話
す
機
会
も
な
い
為
こ
こ
に
採
録
し
た
。
と
は
言
え
、

近
年
急
速
に
発
展
す
る
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
の
情
報
は
、
学
校
現
場
で
教

え
て
い
る
先
生
方
に
も
き
っ
と
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
必
要
に
応
じ
て
参
看
を

請
う
。

附
「
古
典
教
材
の
調
査
方
法
概
説
」

は
じ
め
に

　

調
査
方
法
に
困
っ
た
時
の
一
覧
表
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
な
る

べ
く
簡
便
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
列
挙
す
る
調
査
ツ
ー
ル
と
解
説
は
最
低
限
に

抑
え
て
い
る
。
本
稿
を
通
じ
て
初
め
て
知
っ
た
ツ
ー
ル
は
是
非
こ
の
機
会
に
一

度
使
っ
て
み
て
、
ど
の
ツ
ー
ル
を
使
え
ば
何
が
わ
か
る
の
か
を
記
憶
の
片
隅
に

で
も
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
そ
れ
ら
が
助
け
て
く
れ
る
こ

と
と
思
う
。

　

な
お
、
何
れ
の
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
際
に
も
、
凡
例
を
よ
く
読
ん
で
使
用
す

る
こ
と
を
強
く
推
奨
す
る
。
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一
、
作
品
に
関
す
る
こ
と

・﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄
全
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
~
一
九
八

五
年
）

・﹃
和
歌
文
学
大
辞
典
﹄（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）

・﹃
俳
文
学
大
辞
典
﹄（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）

・﹃
平
家
物
語
大
事
典
﹄（
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
）

・﹃
お
伽
草
子
事
典
﹄（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）

・﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄
全
一
五
冊
（
大
東
出
版
社
、
一
九
六
四
~
一
九
八

八
年
）

・﹃
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
﹄（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
）

・
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館H

P　

電

子
資
料
館
内
）

　

ま
ず
当
た
る
べ
き
は
、﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄
で
あ
ろ
う
。
や
や
古
く
、

情
報
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
も
あ
る
が
、
最
も
基
本
的

な
、
古
典
文
学
全
般
に
関
す
る
辞
書
で
あ
る
。
他
に
も
、
ジ
ャ
ン
ル
や
作
品
に

特
化
し
た
辞
書
を
い
く
つ
か
列
挙
し
た
。
中
で
も
﹃
平
家
物
語
大
事
典
﹄
は
、

﹃
平
家
物
語
﹄
に
隣
接
す
る
諸
領
域
を
も
扱
っ
た
大
作
で
、﹃
平
家
物
語
﹄
以
外

に
も
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
中
世
の
文
学
は
仏
教
抜
き
に
は
語
れ
な
い
。
仏
書

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
は
﹃
仏
書
解
説
大
辞
典
﹄・﹃
大
蔵
経
全
解
説
大
事
典
﹄

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
全
国
の
日
本
古
典
籍
の
書
誌
・

所
在
を
収
録
し
た
﹃
国
書
総
目
録
﹄
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
、
作
品
の
諸
本
の
所

在
や
、
複
製
・
活
字
翻
刻
の
有
無
等
の
情
報
を
収
載
し
て
い
る
、
現
在
も
更
新

中
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
複

写
依
頼
が
可
能
な
も
の
も
あ
る
。
こ
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
電
子
資
料
館
」
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
一
つ
で
あ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
他
に
も

有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
数
多
く
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
古
典
に
携
わ
る
の

で
あ
れ
ば
一
度
は
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
、
語
句
の
意
味

・﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
第
二
版
全
一
三
巻
＋
別
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇

〇
~
二
〇
〇
二
年
）

・﹃
角
川
古
語
大
辞
典
﹄
全
五
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
八
二
~
一
九
九
九

年
）

・﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
﹄（
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
）

・﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典　

室
町
時
代
編
﹄
全
五
巻
（
三
省
堂
、
一
九
八

五
~
二
〇
〇
一
年
）

・﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
修
訂
第
二
版
全
一
二
巻
＋
索
引
＋
補
巻
（
大
修
館
書
店
、

一
九
八
九
~
二
〇
〇
〇
年
）

・﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
全
一
二
巻
＋
附
録
・
索
引
＋
訂
補
（
上
海
辞
書
出
版
社
、

一
九
八
六
~
一
九
九
四
年
）

・
中
村
元
﹃
仏
教
語
大
辞
典
﹄
上
・
下
巻
＋
別
巻
索
引
（
東
京
書
籍
、
一

九
七
五
年
）

　
﹃
日
本
国
語
大
辞
典
﹄
は
用
例
の
初
出
を
掲
げ
る
方
針
（
初
出
主
義
）
を
採
っ
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て
い
る
。
ま
た
、
古
辞
書
の
表
記
を
一
覧
で
き
る
表
記
欄
も
何
か
と
便
利
で
あ

る
。
私
が
普
段
よ
く
使
う
辞
書
は
そ
の
他
に
、﹃
角
川
古
語
大
辞
典
﹄
や
、
各
時

代
に
特
化
し
た
﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典
﹄
あ
た
り
で
あ
る
。
但
し
、
辞
書
も
一

つ
の
見
解
に
過
ぎ
な
い
。
決
し
て
辞
書
に
示
さ
れ
た
意
味
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

複
数
の
辞
書
を
見
比
べ
、
用
例
に
当
た
っ
て
検
討
す
る
の
が
良
い
。
辞
書
に
掲

載
さ
れ
た
用
例
以
外
を
検
索
す
る
方
法
は
、
索
引
の
節
に
て
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
漢
文
資
料
を
読
む
際
や
、
漢
字
の
意
味
や
訓
み
を
調
べ
る
際
に
は

﹃
大
漢
和
辞
典
﹄
と
﹃
漢
語
大
詞
典
﹄
を
参
照
し
て
い
る
。
漢
籍
の
用
例
検
索
に

つ
い
て
も
、
索
引
の
節
に
て
紹
介
す
る
。

三
、
人
物
に
つ
い
て

・﹃
国
史
大
辞
典
﹄
全
一
四
巻
＋
一
五
巻
上
・
中
・
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一

九
七
九
~
一
九
九
七
年
）

・﹃
平
安
時
代
史
事
典
﹄
本
編
上
下
＋
資
料
・
索
引
編
（
角
川
書
店
、
一
九

九
四
年
）

・﹃
和
歌
文
学
大
辞
典
﹄（
前
掲
）

・﹃
国
書
人
名
辞
典
﹄
全
五
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
~
一
九
九
九
年
）

・﹃
日
本
古
代
文
学
人
名
索
引
﹄
全
六
冊
（
望
稜
舎
、
一
九
八
九
~
一
九
九

七
年
）

　
﹃
国
史
大
辞
典
﹄
は
古
い
が
最
も
基
本
的
な
辞
書
で
あ
ろ
う
。
場
合
に
応
じ
て

そ
の
他
の
辞
書
も
使
い
分
け
て
欲
し
い
。
ま
た
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
所
収

さ
れ
て
い
る
以
下
の
二
つ
の
史
料
も
有
用
で
あ
る
。

・﹃
尊
卑
分
脈
﹄（
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
尊
卑
分
脈
﹄
第
五
八
~
六
〇
巻

下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
~
一
九
六
七
年
）

・﹃
公
卿
補
任
﹄（
新
訂
増
補
国
史
大
系
﹃
公
卿
補
任
﹄
第
五
三
~
五
七

巻
＋
別
巻
一
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
四
~
一
九
三
九
年
）

　
﹃
尊
卑
分
脈
﹄
は
使
用
す
る
の
に
吟
味
が
必
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
系
図
・
呼

称
・
人
間
関
係
を
ざ
っ
と
調
べ
る
の
に
有
用
で
あ
る
。﹃
公
卿
補
任
﹄
は
公
卿
を

歴
任
し
た
人
物
の
経
歴
を
調
査
す
る
の
に
利
用
す
る
。
他
に
﹃
僧
綱
補
任
﹄・

﹃
国
司
補
任
﹄・﹃
蔵
人
補
任
﹄
な
ど
の
史
料
も
あ
る
。

四
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

・﹃
大
日
本
地
名
辞
書
﹄
増
補
版
全
八
巻
（
冨
山
房
、
一
九
六
九
~
一
九
七

一
年
）

・﹃
有
職
故
実
大
辞
典
﹄（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）

　

右
の
辞
書
の
他
に
次
の
三
冊
も
紹
介
し
た
い
。

・
和
田
英
松
著
・
所
功
校
訂
﹃
官
職
要
解
﹄（
講
談
社
学
術
文
庫
621
、
一
九

八
三
年
）

・
石
村
貞
吉
著
・
嵐
義
人
校
訂
﹃
有
職
故
実
﹄
上
・
下
（
講
談
社
学
術
文

庫
800
・
801
、
一
九
八
七
年
）

・
浅
井
虎
夫
﹃
女
官
通
解
﹄（
講
談
社
学
術
文
庫
670
、
一
九
八
五
年
）

　

何
れ
も
文
庫
本
サ
イ
ズ
で
、
手
元
に
置
い
て
お
く
と
い
ざ
と
い
う
時
に
便
利

で
あ
る
。

　

以
上
、
書
籍
を
中
心
に
基
本
的
な
調
査
ツ
ー
ル
を
紹
介
し
て
き
た
。
調
査
学

習
を
取
り
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
図
書
が
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
赴
任
し
た
学
校
に
、
こ
れ
ら
の
本
が
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揃
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
最
低
限
、﹃
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
﹄・﹃
日
本
国
語
大

辞
典
﹄・﹃
角
川
古
語
大
辞
典
﹄・﹃
大
漢
和
辞
典
﹄・﹃
国
史
大
辞
典
﹄
あ
た
り
は

揃
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

五
、
索
引

　

本
節
で
は
、
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
絞
っ
て
紹
介
し
て
ゆ
き
た
い
。
電
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
や
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
日

本
文
学W

eb

図
書
館
等
、
有
料
の
も
の
も
あ
る
。
何
れ
も
個
人
契
約
と
法
人
契

約
で
年
会
費
が
異
な
る
。
生
徒
に
も
使
え
る
よ
う
に
学
校
で
導
入
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
法
人
契
約
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
導
入
が
難
し
い
場
合
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
て

紹
介
し
て
ゆ
く
。

・
日
本
古
典
文
学
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館H

P　

電
子
資
料
館
内
）

・
史
料
編
纂
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

・SA
T

大
正
新
脩
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（SA

T

大
蔵
経
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
研
究
会
）

・
漢
籍
電
子
文
献　

電
子
文
献
資
料
庫
（
台
湾
中
央
研
究
院
）

・
中
国
哲
学
書
電
子
化
計
画

　

普
段
よ
く
使
う
の
は
大
体
こ
の
あ
た
り
だ
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
の
ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
今
日
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
世
界
の
進

歩
は
著
し
い
。
そ
れ
ら
はE

A
C

S

（E
ast A

sian C
lassical Studies

）
国
際
協
働

に
よ
る
東
ア
ジ
ア
古
典
学
の
次
世
代
展
開
︱
︱
文
字
世
界
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を

視
点
と
し
て
︱
︱
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
"R

eference

"
に
国
内
外
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
リ
ス
ト
と
リ
ン
ク
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
で
最
新
の
情

報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
数
年
毎
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
称
も
変
更
さ
れ
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク

し
て
お
く
こ
と
を
推
奨
す
る
。

　

右
に
紹
介
し
た
も
の
の
内
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ

い
て
補
足
し
て
お
く
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
岩
波
書
店
が
刊
行
す
る
日
本
古

典
文
学
大
系
（
通
称
、
旧
大
系
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
で
は
な
い
）
の
全
文

検
索
が
で
き
る
。
但
し
、
学
術
研
究
利
用
を
条
件
と
し
て
公
開
し
て
い
る
た
め
、

ア
ク
セ
ス
可
能
な
場
所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ア
ク
セ
ス
で
き
る
場
所
は
、
①
大
学
・
短
大
以
上
の
高
等
教
育
機
関
（
国
内
外
）。

②
公
的
研
究
機
関
。
③
図
書
館
、
美
術
館
、
博
物
館
、
文
書
館
。
④
学
術
文
化

事
業
に
関
す
る
公
的
機
関
、
の
四
つ
で
あ
る
。

　

な
お
、
電
子
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
誤
植
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
を
使
う
場
合
、

で
き
る
限
り
検
索
結
果
を
も
と
に
直
接
本
で
確
認
す
る
の
が
良
い
。

　

ま
た
、
研
究
論
文
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
索
引
が
あ
る
。

・C
iN

ii A
rticles

・
国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
国
文
学
研
究
資
料
館H

P

電
子
資

料
館
内
）

・
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

　

C
iN

ii A
rticles

が
最
も
基
本
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
が
、
論
文
雑
誌
以
外

に
収
載
さ
れ
た
論
文
は
検
索
さ
れ
な
い
。
著
書
や
論
集
に
収
載
さ
れ
た
論
文
は

国
文
学
論
文
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
検
索
で
き
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
で
カ

バ
ー
す
る
領
域
が
異
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
併
用
し
て
論
文
を
探
す
こ
と
に
な
る
。
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論
文
雑
誌
に
つ
い
て
も
査
読
誌
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

上
代
文
学
（
上
代
文
学
会
）　

中
古
文
学
（
中
古
文
学
会
）　

中
世
文
学

（
中
世
文
学
会
）　

近
世
文
芸
（
日
本
近
世
文
学
会
）　

国
語
と
国
文
学
（
東

京
大
学
）　

国
語
国
文
（
京
都
大
学
）　

美
夫
君
志
（
美
夫
君
志
会
）　

和
歌

文
学
研
究
（
和
歌
文
学
会
）　

軍
記
と
語
り
物
（
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
）　

説
話
文
学
研
究
（
説
話
文
学
会
）　

和
漢
比
較
文
学
（
和
漢
比
較
文
学
会
）　

仏
教
文
学
（
仏
教
文
学
会
）

　

そ
の
他
に
興
味
深
い
特
集
を
組
む
雑
誌
と
し
て
、
近
年
刊
行
が
始
ま
っ
た
、

﹃
日
本
文
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
も
紹
介
し
て
お
き
た

い
。




